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図４　エアコン出力と COP の測定結果
（暖房・設定風量１・外気温７[℃ ]）
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図５　間仕切りの有無による COP マトリクスの比較

図３　暖房・設定風量１・外気温７[℃ ]における、
エアコン及び蓄熱材に設置したサーキュレータの吸込温度の変化
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図２　間仕切り設置の概要
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注釈
※１　蓄熱材には水を入れたペットボトル 120[ 本 ]( 水量 180[L]、熱容量約 760[kJ/K])
　　　及び、コンクリートブロック 50 個 (熱容量約 530[kJ/K]) を用いる。
※２　Ｔ型熱電対を用いて、暖房実験では蓄熱材の温度が０[℃] 程度となるよう蓄熱する。
※３　暖房実験時のエアコン設定温度は 20[℃] とする。
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3　測定結果

3.1　間仕切りの有無による測定データの比較 : 図３に

暖房・設定風量１・外気温７[℃] における、エアコン

及び蓄熱材に設置したサーキュレータの吸込温度の変化

を示す。case1-3 では、測定開始直後にエアコン吸込口

温度が約 15[℃] まで比較的急激に上昇し、その後は出

力の変動に応じて上下する。サーキュレータ吸込温度と

の温度差は最大で約７[℃] となる。これはエアコンから

吹出された気流がショートサーキットを形成し、室内に

十分拡散されることなくエアコン吸込口に到達している

為と考えられる。間仕切りを設置した case2-3 では、測

定開始後にエアコン吸込口温度とサーキュレータ吸込温

度が同様に上昇を始め、その温度差は約１[℃]と少ない。

間仕切りの設置によってエアコン吸込口温度とサーキュ

レータ吸込温度の差は６[℃] 程度少なくなる。

　図４にエアコン出力と COP の測定結果を示す。

case1-3 では、測定開始から出力が変動し、約 150 分後

に安定する。特に ,40 ～ 150 分において出力は比較的

大きく変動し、COP はそれに伴い４～ 13 の範囲で変化

する為、COP マトリクスを作成する際の処理が比較的

困難である。間仕切りを設置した場合、出力と COP の

変動は相対的に小さくなり、高出力から低出力までの

範囲で比較的安定してデータの取得が可能である。

3.2　COP マトリクスによる比較 : 図５に間仕切りの有

無による COP マトリクスの比較を示す。どちらの COP
マトリクスでも、外気温が高いほど COP が高くなる傾

向があり、定格暖房出力の４割程度の 2.0[kW] 付近で

COP が高くなる。定格 COP はカタログ値は 5.6（定格

暖房出力 5.0[kW]）であるが、実験ではどちらも約 6.0
となる。測定できる出力範囲は間仕切りありの方が約

1.0[kW] 大きい。

4　まとめ

①間仕切りを設置した場合、エアコン吸込口温度とサー

　キュレータ吸込温度の差は６[℃] 程度少なくなる。

②間仕切りを設置した場合、設置しない場合と比較して、

　安定した出力及び COP データの取得が可能である。

③間仕切りを設けた場合、COP マトリクスの測定可能範

　囲は高出力側に約 1.0[kW] 大きくなる。


